
平
成
23
年
度
林
野
庁
予
算

概
算
要
求
の
概
要

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て

　

昨
年
12
月
に
今
後
の
森
林
・
林
業
の
進
む

べ
き
方
向
性
を
示
し
た「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
林
野
庁
で

は
、
平
成
23
年
度
予
算
を
そ
の
実
現
に
向
け

た
第
一
歩
と
位
置
づ
け
、
主
要
な
課
題
に
対

応
す
る
予
算
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

路
網
整
備
、
搬
出
間
伐
、
施
業
集
約
化
を

軸
と
し
て
、
今
後
10
年
間
を
目
途
に
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
を

進
め
、
林
業
の
再
生
を
通
じ
て
国
土
の
保
全
、

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い
く
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
再
生
プ
ラ
ン

の
実
現
に
は
、
地
域
で
実

際
に
森
林
施
業
を
計
画
し

実
行
す
る
人
材
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
、
原
木
の
安

定
供
給
や
木
材
産
業
の
活

性
化
、
木
造
公
共
建
築
物

等
へ
の
地
域
材
利
用
に
よ

る
実
需
の
拡
大
等
に
取
り

組
み
、
国
産
材
の
利
用
拡

大
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
主
要
な
事
項

に
対
応
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
重
点
事
項
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

森
林
管
理
・
環
境
保
全
直
接
支
払
制
度（
仮
称
）

５
７
０（
０
）億
円

                  　
　

注
：（ 

）は
前
年
度

　

間
伐
等
へ
の
支
援
は
集
約
化
し
て
計
画
的

な
森
林
整
備
を
行
う
者
を
対
象
に
搬
出
間
伐

に
限
定
す
る
な
ど
、
意
欲
と
実
行
力
の
あ
る

者
に
支
援

◦
面
的
に
ま
と
ま
っ
て
計
画
的
に
行
う
搬
出

間
伐
等
の
森
林
施
業
と
こ
れ
と
一
体
と
な
っ

た
森
林
作
業
道
の
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

　
【
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
７
億
円
】

◦
施
業
集
約
化
に
必
要
な
森
林
情
報
の
収

集
、
森
林
の
現
況
調
査
、
境
界
確
認
、
施

業
提
案
書
の
作
成
・
合
意
形
成
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
【
施
業
集
約
化
促
進
対
策　

33
億
円
】

森
林
づ
く
り
主
導
人
材
育
成
対
策８（

０
）億
円

　

再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
に
は
地
域
で
実
践
す

る
人
づ
く
り
が
不
可
欠

◦
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
全
体
像
を
描
く
日

本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
施
業
集
約
化
の
設

計
図
を
描
く
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育

成
し
ま
す
。

１１２２

  

平
成
2�
年
度
予
算
の
概
算
要
求
が
８
月
�1

日
財
務
省
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
林
野
庁

関
係
予
算
要
求
・
要
望
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。

要
求
の
概
要　

　

林
野
庁
一
般
会
計
の
要
求
・
要
望
の

総
額
は
、
３
０
４
２
億
円（
対
前
年
度
比

１
０
６
％
）と
な
っ
て
お
り
、
公
共
事
業
費
は

２
１
６
４
億
円（
１
１
０
％
）、
非
公
共
事
業

で
は
８
７
９
億
円（
97
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
概
計

は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
総
額
４
５
４
８
億

円（
１
０
１
％
）、
償
還
金
を
除
く
実
質
的
な

予
算
規
模
は
１
７
８
９
億
円（
95
％
）と
な
っ

て
い
ま
す
。平成23年度　国有林野事業特別会計予算要求の概要

区　　　　分
平成22年度
予   算   額

平成23年度 
要   求   額

対前年度比

【　歳　　入　】 百万円 百万円 ％

国有林野事業収入等 33,527 31,242 93.2

一般会計より受入 152,033 145,335 95.6

地方公共団体工事費負担金収入 2,620 2,360 90.1

借    入    金 261,900 275,900 105.3

歳  入  合  計 450,080 454,836 101.1

【　歳　　出　】 百万円 百万円 ％

国 有 林 野 事 業 費　等 86,564 82,971 95.8

国有林野森林整備事業 53,342 52,823 99.0

治  山  事  業 25,782 22,167 86.0

国有林野災害復旧事業費 2,902 2,602 89.7

国債整理基金特別会計へ繰入 280,480 293,264 104.6

予    備    費 1,010 1,010 100.0

歳　出　合　計 450,080 454,836 101.1

注）計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

平成23年度　林野庁関係予算概算要求・要望の概要
１.　総　括　表

区　　　　分
平成22年度
予   算   額

平成23年度
要求・要望額

対前年度比

百万円 百万円 ％
公 共 事 業 費 197,004 216,356 109.8 

一般公共事業費 187,030 207,380 110.9 
治山事業費 68,833 60,845 88.4 
森林整備事業費 118,197 146,535 124.0 

災害復旧等事業費 9,974 8,976 90.0 
非 公 共 事 業 費 90,371 87,879 97.2 

義務的経費 58,505 57,648 98.5 
その他経費 31,865 30,231 94.9 

総計 287,375 304,235 105.9 

（注）(1) 上記のほか、農山漁村地域整備交付金により、森林基盤整備事業を実施
　　　　（1,500億円の内数）。
　　(2) 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。

２．特別枠要望額（再掲）
「元気な日本復活特別枠」 要 望 の 概 要

項　　　　　　　　　　　　目 要望額 （百万円）
森林・林業再生プラン推進総合対策 55,509 

森林環境保全直接支援事業（公共） 53,741 
森林づくり主導人材育成対策（非公共） 779 
地域材供給倍増事業（非公共） 988 
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「
緑
の
雇
用
」現
場
技
能
者
育
成
対
策��（

０
）億
円

　

間
伐
や
道
づ
く
り
を
効
率
的
に
行
え
る
現

場
技
能
者
を
段
階
的
か
つ
体
系
的
に
育
成

◦
新
規
就
業
者
の
確
保
、
育
成
、
現
場
管
理

責
任
者
等
へ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
必
要
な
経
費
を
支
援

し
ま
す
。

◦
簡
易
で
丈
夫
な
森
林
作
業
道
を
作
設
す
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

 

地
域
材
供
給
倍
増
対
策

1�（
４
）億
円

　
「
10
年
後
の
木
材
自
給
率
�0
％
以
上
」を
目

指
し
、
原
木
の
安
定
供
給
の
取
組
や
木
材
産

業
活
性
化
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
地
域
材
利

用
拡
大
を
推
進

◦
木
材
生
産
者
の
連
携
に
よ
る
原
木
供
給
の

と
り
ま
と
め
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
活
用

し
た
仕
分
け
・
直
送
等
の
取
組
へ
直
接
支

援
し
ま
す
。

◦
水
平
連
携
構
想
の
作
成
、
工
務
店
と
連
携

し
た
部
材
の
共
通
化
等
の
取
組
に
対
し
支

援
し
ま
す
。

３３４４

◦
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
木
造
公
共

建
築
物
の
整
備
、
整
備
資
金
の
借
入
に
係

る
利
子
助
成
、
建
築
士
へ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
提
供
等
地
域
材
利
用
に
よ
る
実
需
拡

大
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

◦
木
材
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
に
係
る

実
証
や
環
境
貢
献
度
の
客
観
的
な
評
価
・

表
示
等
を
推
進
し
ま
す
。

林
野
公
共
事
業 

（
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
）

２
０
７
４（
１
８
７
０
）億
円

①
森
林
整
備
事
業

　

間
伐
等
へ
の
直
接
支
払
制
度
の
導
入（
再

掲
）や
、
簡
易
で
丈
夫
な
路
網
の
整
備
を
推

進◦
集
約
化
し
て
計
画
的
な
森
林
整
備
を
行
う

者
を
対
象
に
、
搬
出
間
伐
等
の
森
林
施
業

と
森
林
作
業
道
の
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

◦
簡
易
で
丈
夫
な「
林
業
専
用
道
」「
森
林
作

業
道
」の
規
格
等
を
新
設
し
、
こ
れ
ら
に

予
算
を
重
点
化
す
る
こ
と
で
路
網
整
備
を

加
速
化
し
ま
す
。

◦
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
の
観
点
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
が
森
林
所
有
者
等
と
協
定

を
結
ん
で
行
う
針
広
混
交
林
化
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

②
治
山
事
業

　

緊
要
度
が
高
い
箇
所
に
お
け
る
重
点
的
な

５５

災
害
復
旧
対
策
や
重
要
な
水
源
地
域
に
重
点

化
し
た
保
安
林
の
整
備
に
よ
り
安
全
・
安
心

を
確
保

◦
甚
大
な
災
害
発
生
箇
所
に
お
け
る
復
旧
対

策
や
事
業
の
大
括
り
化
を
通
じ
た
事
業
間

の
使
途
の
融
通
性
向
上
等
に
よ
り
、
重
点
的

か
つ
機
動
的
な
治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◦
流
域
保
全
の
観
点
か
ら
、
国
土
保
全
上
重

要
な
水
源
地
域
等
に
お
い
て
、
自
然
災
害

等
に
よ
り
機
能
が
低
下
し
た
保
安
林
の
整

備
を
重
点
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
し
ま
す
。
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「
元
気
な
日
本
復
活
特

別
枠
」要
望
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
概
算
要

求
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却

を
含
め
た
経
済
成
長
の

実
現
、
国
民
生
活
の
安

定
・
安
全
、「
新
し
い
公

共
」の
推
進
な
ど
、
元
気

な
日
本
を
復
活
さ
せ
る

た
め
の
施
策
に
予
算
の

重
点
配
分
を
行
う
仕
組

み
と
し
て「
元
気
な
日
本

復
活
特
別
枠
」が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
枠
を
活
用

し
て
、
前
記
の
事
業
の

う
ち
、

◦
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業（
公
共
）

 
 

５
３
７
億
円

◦
森
林
づ
く
り
主
導
人
材
育
成
対
策（
非
公
共
）

　

 

８
億
円

◦
地
域
材
供
給
倍
増
事
業（
非
公
共
）　　

　
　

 

10
億
円

を
合
わ
せ
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
推

進
総
合
対
策
」５
５
５
億
円
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
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